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第二次世界大戦末期、

１９４５年（昭和20年）の８月６日、月曜日。

7時9分の空襲警報で市民は一旦は防空壕に隠れたものの
7時31分には警報が解除されたため、外へ出て一日の活動を開始しました。

朝はどこも8時から勤務です。
大半の労働者・徴用工・女子挺身隊、勤労動員された中学上級生たちは、
三菱重工や東洋工業など数十の軍需工場で作業を始めました。

中学下級生と市民の勤労奉仕隊（母親たち）や病気で徴兵されなかった男子は、

空襲の火災に備え、防火帯に指定された地域の一般住宅を取り壊す

建物疎開の作業に参加していました。

いつもと同じ朝でした。

午前８時15分、アメリカ軍が投下した原子爆弾は、

広島の上空、高度600メートルで核分裂爆発を起こしました。

爆心地500m圏内では閃光と衝撃波が殆ど同時に襲い、

巨大な爆風圧が建築物の大半を一瞬にして破壊、木造建築は全数が全壊しました。
さらに、強力な熱線で屋外にいた人は全身の皮膚が炭化し、

内臓組織に至るまで高熱で水分が蒸発しました。

苦悶の姿態の「水気の無い黒焦げの遺骸」が瓦礫の下や道路を埋め尽くしました。
当時の広島の人口は、軍人4万人を含めて約35万人でしたが、

当日は近隣市町村からも多くの住民が建物疎開の作業に来ていました。

ですから、正確な人数は分かっていません。
亡くなった人は、
昭和20年12月末までに14万人と言われています。

でも、正確な人数は分かっていません。

町では「広報つべつ」８月号に、2005年から毎年、『「非核・平和の町宣言」の決議』を、2004年からは、幸町の「平和の脾」と平和を願うメッセージを、上記のような感じで載せてきました。

しかし今年の広報８月号には、この「決議」とメッセージは掲載されませんでした。残念ですネ。




	公務員連絡会は８月４日、全国から800人が結集した第３次中央行動を背景に、人事院給与局長との２度目の交渉を行いました。

給与局長は「50歳台後半層の給与引下げ問題」について次のとおり回答しました。
◆ 56歳､6級以上の職員で措置する
①　月例給については、昨年より若干少ない程度のマイナスとなる見込みである。

②　官民格差是正の方法としては、当該年度に56歳以上となる職員の給与に一定率（２％未満を考えている）を乗じて得た額を減ずる措置とする。

③　この措置の対象者は、当該年度に56歳以上となる職員のうち、行政職（一）６級以上に相当する職員としたい。
	
	
	◆ 公務員連絡会「納得できない」 

回答に対し公務員連絡会は、次の通り局長を質し、要求実現を迫りました。

50歳台後半層の給与引下げは、当初提案から見れば範囲が圧縮されたが、職務給に反するという根本的問題は解決されていない。

しかし、その後のやり取りでも「50歳台後半の給与引下げ問題」を巡っては、議論は平行線をたどりました。
公務員連絡会は、「本日も議論が平行線となったのは極めて残念だ。範囲が縮小されたとはいえ、措置そのものに納得ができない。６日の交渉での人事院総裁からの回答に向けて再考を求める」と申し入れ、交渉を締めくくりました。





「非核・平和の町宣言」の決議





世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ることは、全世界の共通の願いであります。


この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球上には大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行われ、この脅威から解放されておりません。核兵器の使用は地球を破壊し、すべての人類、すべての文明を破滅させるものであります。


世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを再び繰り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続け、核競争に歯止めをかけなければなりません。


愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな自然と郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の作らず・持たず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平和の実現を願い、ここに「非核・平和の町宣言」をする。


以上、決議する。


平成１０年９月２５日　　　　北海道網走郡津別町議会


















































































































































今年で65回目の終戦記念日を迎えます。


しかし、今なお広島・長崎の原爆の後遺症に苦しむ多くの人たちがいます。核も戦争もない平和な世界は人類の願いでありますが、テロと報復戦争が繰り返されています。


津別町議会は、平成10年９月に「非核・平和の町宣言」の決議を行い、核兵器の廃絶を訴えています。


また、平成14年には幸町の中魂碑跡地に「平和の碑」を建立し、恒久平和の実現を願っています。


さらに、昨年４月に、連帯して世界恒久平和の実現を願う「平和市長会議」に加盟しました。















































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


